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中心市街地活性化へ、行政・ＴＭＯが切る口火 

■ 事業実施の背景 

・長野市では平成１０年に冬季オリンピック

が開催され、新幹線、高速道の整備が進み、

平成１１年には中核市へ移行するなど都

市の基盤整備が進んだ。 

・長野市の中心市街地は、善光寺の門前町と

して歴史的な蓄積を持ち、さまざまな便益

を提供しその中心を担ってきたが、一方

で、車社会への移行が急速に進み、郊外へ

の人口流出に伴う都市機能の移転やロー

ドサイドへの大型店出店が進行。中心市街

地の商業機能の衰退が問題となってきた。 

・平成１２年、中心市街地の核店舗であった

地元百貨店、大手総合スーパーが相次いで

撤退し、中心市街地の空洞化が深刻化。 

・平成１３年に長野商工会議所がＴＭＯ構想

協議会を設け検討、平成１４年２月、大手

流通業ＯＢをタウンマネージャーとして

招聘。同年３月にＴＭＯ構想が認定され

た。平成１６年５月には、㈱まちづくり長

野がＴＭＯ認定を受け、中心市街地活性化

に向けた本格的な取組みを進めている。 

②善光寺門前で空洞化した商店街の再生 

【ぱてぃお大門 蔵楽庭（くらにわ）】 

・善光寺門前の大門町には、活用されていない土蔵、

立派な庭を備えた空き家屋が多くあった。これら

の地域資源活用による商店街の活性化と善光寺拠

点を支える新しい魅力拠点の形成を図るために、

テナントミックスによる新たな商業施設を設置す

る「ぱてぃお大門整備事業」が計画された。 

・コンセプトは「小さな旅気分を味わえるまち」。 

・観光客重点から市民生活者も訪れる施設を目指し

バティオ（中庭）を中心に面的に整備。インテリ

アショップ、レストラン、カフェ、土産物店など

２０店舗が出店している。 

③空き店舗後活用（TMO） 

【楽茶れんが館】 

・明治時代末期の馬車引き会社の建物として建てら

れた当時流行の煉瓦造りの西洋館であり、平成３

～１４年は長野市物産館として利用されていた。

・利用者減少に伴い物産館の閉鎖が決定。歴史と趣

きのある建物を有効利用するため、TMO が後活

用。「信州そば米」「長芋」を使った善光寺門前に

ふさわしい『楽茶御膳』、手作りケーキなど季節と

地元らしさをアピールした料理を提供している。

 

■ 事業の効果 

・行政、TMO が口火を切ることで、大型店撤退によ

る中心市街地衰退に歯止めがかかり、空き店舗へ

の出店（Ｈ15 年度以降、市の空き店舗補助金利用

実績 28 件）、マンション建設（Ｈ15 年度以降、

施工済 6 棟 277 戸、施工中 1 棟 50 戸）、シネコ

ン進出（Ｈ18 年 6 月オープン予定）など民間投

資も進んでいる。 

・都市ストックを活用して街の魅力を高めることで、

居住者増加、賑わい回復の傾向が出始めている。

 

■ 事業の課題 

・行政、TMO、民間（住民、地権者、商業者など）

のさらなる協働体制の強化。 

・「ＴＯＭＡＴＯ食品館」、「ぱてぃお大門」、「楽茶れ

んが館」の事業定着。 

・TMO の財政的、組織的基盤強化。ソフト事業推進。

■ 事業の概要 

①空洞化の深刻な中央地域の大型空き店舗の後活

用と地域再生 

【もんぜんぷら座】 

・平成１２年１２月に大手総合スーパーが撤退。ビ

ル会社は後継テナントを誘致しようとしたが難

航し、長野市が平成１４年８月に中心市街地活性

化策を進める目的で土地と建物を取得した。 

・後利用計画について、市民の声として公共的施設

と商業施設の複合的活用の要望が高かった。周辺

住民には高齢者が多く、街中から食品スーパーが

消え日常生活品の購入に苦労するとの声があり、

地元住民等５６１０名による食品スーパー開設

の陳情書が市に出された。 

・長野ＴＭＯは、ビル１階に食料品店を計画。平成

１５年４月に全国でも異例のＴＭＯ直営店「ＴＯ

ＭＡＴＯ食品館」をオープンした。 

・ビル地下１階、２階、３階部分は、子育て支援や

市民活動支援の施設とし、平成１５年６月にグラ

ンドオープン。商業機能と公共機能が複合した中

心市街地賑わいの核施設として活用されている。

【長野銀座Ａ－１地区再開発】 

・平成１２年７月に地元百貨店が撤退。景気低迷、

百貨店退店という状況で従来あった再開発計画

が動けなくなっていた。 

・学識経験者、市民代表等からなる「長野中央地域

まちづくり検討委員会」での検討など、百貨店跡

地を含めた新たな再開発構想が持ち上がり、地元

放送局の信越放送（SBC）が跡地への進出を決定。

・施設愛称は「ＴＯｉＧＯ」（トイーゴ）。商業施設、

公共施設、放送施設として、平成１８年８月に完

成予定。敷地面積約６６４０㎡、４Ｆ建ての銀座

棟、１０Ｆ建てのSBC棟からなり、道路を挟んだ

南側へ駐車場（長野銀座Ｄ－１地区再開発事業）

も整備中。 

㈱まちづくり長野 

創  立  ：平成１５年１月１７日 

資 本 金  ：８，０００万円 

所 在 地  ：長野市 

関連ＵＲＬ ：http://www.machidukuri-nagano.jp/ 

Ｅ－mail  ：info@machidukuri-nagano.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＴＯｉＧＯ（トイーゴ）  

 

 

 

 

 

 

 

 楽茶れんが館        ＴＯＭＡＴＯ食品館 

 

 

長野県 

 

 

緊急性のある地域、事業を優先し、活性化へ行政・ＴＭＯが協働。活性化計

画事業の具現化に行政・ＴＭＯが動けば民間が動く。 

○！  ここがポイント 
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